















　15年 7 月より「石見学場」夏期講習会において高度な宗教学を学ぶ機会を得た。16年 7 月の夏期
講習会では，九州から高塚和上師が来講され寛は，勉学への発奮を覚えた。自坊・檀家の支援によ
り18年 9 月から広島教校で学んだ。同校は同年12月を以って京都・普通教校へ統合されることとな


































　一方，能海は，文学寮を継続するための学資金欠乏で， 3 月15 日，京都を離れ故郷へ向かった。
帰省した能海は， 6 月 1 日から石見学場の夏期講習会（長浜浄慶寺）へ 4 年ぶりに参加した。講習
会では，尾張国・信力寺の住職海老原静観師（三等学師）から『佛説観無量寿経』本・末の集中講
義を受け，「智慧と慈悲」を学び，『Wisdom and Mercy』と題するタイトルを編み出した。



















た。 4 月16日，『Wisdom and Mercy』No.4 では，「宗教革命論」中西牛郎著を論説。「二河白道」
英訳の取組などを掲載。































せるために『釈尊降誕会』の誕生をと25年 3 月18日から奔走した。 3 月23日の『春秋日記』を見る
と「宣教会，文学寮，内学院大学寮，髙中，尋中，南條文雄，井上円了，友人へ英文会の件で書面
を出す。 4 月 8 日に「新仏教徒」が誕生することを祈る。」と記述している。そして，4 月 8 日，「釈






　専心学校19円。哲学館 9 円45銭。井上圓了氏 1 円。奥田貫明師 1 円50銭。慶応義塾 8 円50銭。法
学院 3 円。徳風会16円。南條師 1 円。島地師 1 円。村上師 1 円。寺田師 1 円。勝友会 3 円。哲学書
院 2 円。都文館某10銭。合計69円55銭也。
○支出の部
　講義堂借受料 6 円。御国の光1,200部10円80銭。御厨子，香炉 1 円13銭 5 厘。音楽 3 円90銭。瓶，花，
飾り 2 円60銭。特別券印刷費82銭。新聞広告（日本，読売，国民）3 円21銭 1 厘。講師茶菓子71銭。
錦輝館席料 4 円。同館払い色々 4 円82銭。菓子370個20円85銭。琵琶手謝礼 3 円。荷物運搬車40銭。
紙代48銭。雑費 7 銭。郵税87銭。椅子破損料30銭。暖炉破損料45銭。合計64円41銭 6 厘。
差引残金　 5 円13銭 4 厘　寺田福寿師預け。　





















































































































ベキモノヤ　 2 ．普通学ノ必要　 3 ．欧米布教策　 4 ．英文研究時代　 5 ．翻訳ニハ梵学ノ必要ヲ
感ジタルコト　 6 ．梵文経典ノ不足ヲ感ゼシ時代　 7 ．自動的東洋学研究の必要　 8 ．西蔵行の感








　文部省は留学生を出して研究せしめるべし。 1 ．留学生は，日本僧を出すべし。 2 ．其選定は予
に一任すべし。 3 ．留学生は，蒙古に 2 名，青海に 1 名，西蔵に 3 名，北京に 1 名，印度に 1 名，
ニポールに 1 名，日本 1 名。計10名。経費　 1 人に付　 1 年120円，1,200円。継続 5 ケ年，6,000円。
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能海寛が実践した「新仏教徒運動」
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外　旅費　 1 人に付　往復400円　計4,000円。書籍買入　経文　2,000円。雑費1,000円　計3,000円。
雑費2,000円。計15,000円也。
1 ．西蔵人を雇入れること
2 ．ラ寺を建てること
3 ．西蔵経文類の翻訳のこと
4 ．蔵研究のことを報告し，訳書出版のこと
　帰国したら直ぐに取り組む考えを著したもので，本格的な仏典翻訳を組織的に始めたいと考えた
ものである。
「不惜身命」の境地
　「今ヤ極メテ僅少ナル金力ヲ以テ深ク内地ニ入ラントス，歩一歩難ヲ加エ，前途気遣ハシキ次第
ナレド，千難万障ハ勿論，無二ノ生命ヲモ既ニ仏陀ニ托シ，此ニ雲南ヲ西北ニ去ル覚悟ナリ。」と，
本山寺務所教学部長谷了然師宛の文面を見ると覚悟の程が窺える。
　ダルツェンドに半年間滞在して，西蔵大蔵経典を入手して五巻の経典を翻訳して，英訳経典完成
への糸口が出来て探検の目的の大半は達成した後も，第二次，第三次探検へと向かったのは，チベッ
ト国の仏教開国と釈迦直伝の『仏説観無量寿経』のサンスクリット語経典，西蔵語大蔵経典の有無
を探索し入手，英訳経典を世に出すことが最終の目的であった宗教学の集大成であることが，この
文章から読み取れるのである。
能海寛の生き方に学ぶ
　人間の生き方や人生観は，それぞれ個々の身の処し方である。能海寛という人物は，たぐいまれ
な人であったとしても，人生僅か33年間の境涯において，一生涯を求法の為に終始一貫，貫く姿勢
は，何分の一かでも見習いたいものだ。
　あらゆる会を組織するコミュニケーション能力の高さ，一世紀先をも，見通す能海の先見性は，
深い洞察力の上に成り立つ直観性（インスプレーション）と実行力によるものである。
　先ず，手を挙げて，自分の考えを公表し，用意周到にじっくり腰を落ち着けて，機が熟せば，熟
慮断行する決断力は，見習うべきものがある。
  （能海寛研究会事務局長）
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